





















































所とみなすことができる｡ その他､憲法第41条4､第51粂 5と憲法修正案第24粂 6も､個人情報の権
利の憲法による間接的な保護についての拠り所とみなすことができる0












































7 周藻草 前掲注 1 39貫






































10 周喪章 前掲注 1 46頁

































13 周藻草 前掲注1 1-27頁
14 周藻草 前掲注1 52-53貫
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15 周藻草 前掲注1 76頁
16 周桑華 前掲注1 76貢
219




























17 通称 ｢個人情報保護ガイドライン｣がJTSQ15001の前身であり､2006年に改正され､JISQ15001:2006 個人情報保
護マネジメントシステムー要求事項となった｡





























19 周東華 前掲注1 84頁
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22 大阪高判 平成13年12月25日 サイバー法判例解説190頁

































25 周東華 前掲注 1 34-37頁
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29 周藻草 前掲注 1 90頁～91頁
30 中国個人情報保護法草案第64粂-69条
31 周漠華 前掲注 1 82頁
32 周藻草 前掲注 1 82頁
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